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会 長 ・ 安保 満 幹 事 ・ 相田 禎延

２０１６－２０１７年度国際ロータリー会長ジョン・ジャーム

○司 会 矢口 完 ＳＡＡ長

【開会点鐘】12時30分 安保 満 会長

【斉 唱】
ロータリーソング

「ありがとうは私から」
ソングリーダー 寺嶋 功 会員

□ 来訪者紹介 □

卓話講師 地区職業奉仕委員
森部 和彦 様(東京田園調布ＲＣ）

□ 会務報告 安保 満 会長 □
1．1月は職業奉仕月間です。
クラブでは特別月間に因み、
地区よりお客様をお迎えし
ています。今日は地区職業
奉仕より森部様にお越し頂
きました。

2．1月25日(水)ハイアットリー
ジェンシー東京で第2回地区

会長幹事会が開催され相田幹事と出席しました。
審議事項は、青少年他地区合同奉仕活動の件が決議され
ました。又協議事項では2018-19年度地区大会はグアム開
催となりました。クラブでは坡山会長年度になります。
報告事項では2750地区会員数が4,878名となり、2016年７
月より73名の増員の報告がありました。

3．1月25日(水)昭島市交通安全協会の賀詞交換会に出席し
て参りました。

□ 幹事報告 相田 禎延 幹事 □

1．会員研修チーム主催による炉辺会開催の
案内。
日 時 2月16日(木)18時～
会 場 昭和館・「花林」
登録料 5,000円
テーマ 「ＲＬＩについて」

話 小山チームリーダー
2．クラブ会費納入のお願い。
下期納入期限は1月31日迄になっています。10数名の方は
振り込まれておりません。よろしくお願い致します。

3．テーブルにあるファイルには、理事会報告書などが入って
います。お目通し下さい。

4．例会終了後、理事会が開催されます。
関係の皆様のご出席をお願いします。

会長方針 「信頼」と「誇り」と「連帯感」
第２391回 例会報告 2017年2月2日発行 ＶＯＬ．49－25

2017年1月26日(木)例会

【例会場】 フォレスト・イン昭和館 ＴＥＬ：０４２－５４２－５５５５
例会日 毎週木曜日 開会点鐘 1２時30分～

【事務局】 〒196－0014 東京都昭島市田中町562--8 昭和第１ビル２０２－Ｂ
ＴＥＬ 042－５４３－８９７５ FAX 042－５４１－1117

ホームページ http://www.akishima-rc.org
E-mail ａｋ ｉｓ ｈ ｉｍａ－ｒｃ＠ｈｋｇ．ｏｄｎ．ｎｅ．ｊｐ

チーム報告 □

○親睦活動出席チーム

○米山カウンセラーより報告
※米山学友新年会について 小池 満也 カウンセラー
昨年まで2年間奨学生でお預かりしたリン シ

ンイさんが出席されていました。現在、はとバス
の国際事業部浜松町総合センターにお務めで
す。皆様によろしくと云う事でした。
学友の話では、カクジュンさん(中国)2011年

は金沢大学に留学され、後に東大に行かれま
した。話の中で語学が第一で、生活を立てて、
キャリアでステップアップをしていきたいと云う話で、現在は語
学の勉強をして、日本で活動していきたい。現在は銀行の法
人部に努め、自信満々な話でした。もう、お一人はラオスの教
育水準を上げたいという女性の方で、年は63才で日本に来日
したのは1974年でラオスは大変な状況の頃と推察します。
現在日本人と結婚して生活しておりますが、お茶の水女子

大学教育学部でしっかり勉強してラオスに持ち帰りたい、の気
持は今も持ち続けています。ＪＩＣＡを使いながら現地で資金調
達をして小学校を開設しています。学友の話のあとはカラオケ
大会が始まりましたが、私は帰って参りました。

○クリケットのまちサポータークラブ準備委員会
※報 告 木野 常男 会員

この準備委員会は昨年の秋頃から始まりまし
た。今年11月にサポータークラブの設立総会を
行うために、現在準備を進めています。
平成26年に昭島市と日本クリケット協会で協

定書を交わし、クリケットを通じながら昭島市の
街づくりをすると云う趣旨です。
クリケットは日本ではメジャーではありません

が、世界的に見るとサッカーに次ぐ競技人口があります。
会の構成メンバーは、六団体協議会を中心に行政より2-3

名を含めております。会長は国際ソロプチミスト昭島の中野様
で私が副会長でお世話になっています。
活動費はこれから集めていきたいという事ありますので、皆

様のご協力をお願いしたいと思います。よろしくお願い致します。

○親睦活動出席チーム
※ニコニコボックス発表 竹前 理映子 委員
安保会長 地区職業奉仕委員会森部様のご来

訪を歓迎致します。
卓話を楽しみにしています。

相田幹事 地区職業奉仕委員森部様、本日の
卓話よろしくお願い致します。

伊藤会員 七福神が七組集合。49周年まことにおめでたい創
立記念例会でした。
めでたさをニコニコに=

本日の合計 31,000円
累 計 1,396,000円
予算達成まで 1,104,000円

※出席報告 須藤 智秀 委員

会員総数 出席免除 出席義務者 本日の出席/内免除会員

４６名 ６名 ４０名 ３９名／４名

事前メークアップ 本日の出席率

１名 ９０.９１％

※事前メイク 畢 煜会員
※メイクアップ 栁 会員 訂正出席率 ８４．０９％



ヘンリー・フォードはフォードシステムとして「安価で量産できる
方策」などを唱えています。
シェルドの考え方をまとめると。

・ 職業奉仕：科学的企業経営方法
・ 職業奉仕：実利的なものであり、宗教的倫理的な運動ではな
い

・ 合理的な企業経営をすれば最高の利益が得られる
・ Ｈｅ ｐｒofits ｍｏst ｗho ｓervｅｓ beｓt : ｐrｏfitsは物質的利益

・ 職業奉仕の受益者はロータリアン
・ 結果として職業倫理の高揚につながるが職業倫理高場が目
的ではない。となります。

セントルイス国際大会で「決議23-34」を採択しました。
ロータリーが発足して、互恵派と商売に役立つと考えてる二

派が出来ました。ロータリーの奉仕活動は互恵と貢献活動など
を含めて「決議23-34」に方針が込められている事で決着されま
した。
“決議23･34第1条”

ロータリーは､基本的には､一つの人生哲学であり､それは利
己的な欲求と義務及びこれに伴う他人のために奉仕したいとい
う感情との間に常に存在する矛盾を和らげようとするものであ
る｡この哲学は“Service above Self”という奉仕哲学であり、“He
profits Most who serves Best”いう実践理論の原則に基づく
ものである。と明記されています。
1927年に「四大奉仕」が議案提出され、職業奉仕について、

“Vocational Service”となりました。語源はVocation神の声であ
り、意味として天職です。

日本のロータリークラブは1920年に東京ロータリークラブが
初代会長米山梅吉氏によって設立されました。米山梅吉は大
学時代8年間米国で勉学をとります。日本に帰り1918年に経済
使節団の一員として渡米し、ロータリーの例会に出席「利己の
ない奉仕の精神と行動」に強い感銘を受けて、2年間ロータリー
の研究をして創立に至りました。日本ロータリークラブは2年後
に大阪クラブ、その後神戸、名古屋、1925年に京都、横浜に創
設されました。日本にこれほど急激に出来たのは日本に職業
思想があったと考えられます。「三方良し」は日本の土壌にある
わけで、江戸時代の職業思想、鈴木正三、石田梅岩、そして二宮

尊徳と合致しています。
職業奉仕には3つの考え方があって、①シェルドン派 ②天

職派 ③倫理派がありますが、考え方は全て正しいと言われて
います。シェルドンの考え方は1911年ポートランド大会採択、
倫理派は、1915年サンフランシスコ大会で承認、1927年ベルギ
ー・オステット大会で天職論が諮られました。
まとめとして、「ロータリーの職業奉仕」とは

①職業倫理に基づき顧客満足を目指し自ら仕事に励むこと
②職業を通じて実践する事により、職業を繁栄に導き、社会に
奉仕すること

③職業奉仕の理念を念頭に置き行動する
④職業奉仕に悖る行為を見逃さない
⑤職業奉仕は結果として理念になる商売である
⑥江戸時代からの日本式経営学と合致、納得して実践できる。
以上の事が云えるのではないかと考えています。

※謝辞･記念品贈呈
安保 満 会長

□ 閉会点鐘 安保 満 会長

左より 相田幹事、森部和彦様
安保会長

第２３９３回 ２月９日(木)
卓話講師 小川真一様

テーマ「あきしまこどもクッキング」

卓 話

※卓話講師紹介 安保 満 会長
本日は、東京田園調布ＲＣ所属、職業分類

は社会保険労務士。地区職業奉仕委員会森
部和彦委員の卓話です。

・ロータリー歴
1995年東京田園調布ＲＣ入会

1999年～2000年クラブ幹事
2006～2007年クラブ会長

・地区活動
2011年～米山奨学委員会・委員

2016～2017年奉仕プロクラム委員会・職業奉仕委員会･委員

※テーマ「職業奉仕とは」
地区職業奉仕委員会・委員 森部 和彦 様

私は、48才の時に東京田園調布ＲＣに入会

しました。その中で職業奉仕委員会に所属し
たのは7回位です。委員長を拝命させて頂い

たのは5回位あります。
私が何故職業奉仕にこだわっているのか、

職業奉仕はロータリーの根幹に値するものと

思っています。ロータリーの金看板は職業奉仕と云われてい
ます。

社会保険労務士の職業を持っておりますが、今のガバナー
が社会保険労務士出身です。この年度が始まる前に、社会保

険の仲間が集まり、全クラブに社会保険労務士を増強しよう
と話していました。昭島クラブさんにはいらっしゃらないとい

う事で、ぜひお声掛けして頂けばと思います。

ロータリーは、1905年ポール･ハリスによって創立されまし
た。1905年のシカゴは、米国の第2の都市に膨張していまし

た。急膨張していたために市内は混沌として不潔で治安が非
常に悪かったようです。企業は無秩序な競争がありました。そ

の中で事業家は孤独感と疎外感、自分が何時敗者になるか
の恐怖感をもって商売をしていました。ポール･ハリスは信頼

し語り合える友人がいたらどんなに素晴らしいと考えロータリ
ーを立ち上げました。

4名でスタートしましたが、翌年の1906年シカゴクラブ定款
を作り、ロータリーの目的があります。「1．会員の事業上の利

益の促進 2．会員同士の親睦」が規定され、「互恵と親睦」
が目的でした。

ロータリーは全米に広まり、社会貢献として1909年にシカ
ゴ市に公衆便所を作り、マフィアとも戦いました。

職業奉仕の理念は、アーサーＦ、シェルドンが1910年のシ
カゴ大会で提唱しました。最初の提唱では、“Ｈｅ ｐｒofitｓ ｍｏｓt

ｗｈｏ sｅｒｖｅｓ his fellows beｓt”でお互いの仲間の間で商売
し、社会貢献をしましょう。「his fellows」では余りにも独りよが

りすぎるとして、翌年1911年には、現在私たちが親しんでいる
“Ｈｅ ｐｒofitｓ ｍｏｓt ｗｈｏ sｅｒｖｅｓ beｓt”になりました。

アーサーＦ、シェルドンは、ミシガン大学経営学部修士課程
で販売学を専攻、1902年にビジネススクールを開校、1908年

シカゴロータリークラブに入会して情報拡大委員長に就任、

1910年には、全米ロータリークラブ連合会BusinessMethod委
員会委員長に就任して、シカゴ大会で有名なスピーチをしま

した。
・19世紀の実業界は､人間の本能をむきだしにした弱肉強食

の競争主義
・20世紀の実業人を成功に導く方法は.利益を他人とシェア

するサービス学
・正しい経営学とは他人に利益をもたらすこと

・販売学とは他人に対して奉仕する学問。以上を唱えました。
この時代には、フレデリック・テイラーが「科学的管理法」を、


